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	PTXTNEEDS: 子育て支援の充実に対する市民の重要度は高い一方、満足度は低い状況となっている。今後は少子高齢化社会の進展を見据えたうえで、保育サービスの充実を図っていかなければならない状況となっている。
	PTXTJYOUKYOU: 核家族化の進行、共働き世帯の増加等に伴い、保育園や学童保育室を充実させることが求められている。また、就労形態の多様化により、低年齢児保育、延長保育等のニーズが高まっている。
	PTXTGAIYOU: 本施策では子育て支援の充実を図るため、就労等により児童の保育を必要とする保護者に対し、民間活力を取り入れながら運営体制の強化を図り、保育ニーズへの柔軟な対応や保育サービスの充実を図る。
	PTXTTAIOUSAKU: ・第２期子ども・子育て支援事業計画の策定過程において実施した子育て世帯へのアンケート結果を基に、本市の保育の量の見込みや市民が必要としている保育サービスを把握し、それに見合った施設整備や保育サービスの実施を検討する。
・定員を超えて預かっている公立学童保育室については今後施設の増強が必要となるが、コスト面などから既存の学校施設（幼稚園を含む）を積極的に提供してもらえるよう働きかける。
	PTXTHYOUKASYA: 保育課長　小林　利夫
	PTXTSYOZOKUCYO: こども未来部部長　新堀　浩一
	PTXTCOMMENT: 認可保育園の待機児童数は４２名と大幅に増加した。この待機児童の解消策として、定員の増加を目的に既存の保育施設の増改築等を行う法人等に対しその整備費の一部を補助する「待機児童解消施設整備費補助金」を新設した。この補助制度により来年度の認可保育園の定員を１１９名増やすことができた。学童保育室では待機児童は発生していない。今後も保育園や学童保育室のニーズを見極めながら、両者の受け皿（定員）の確保に努める必要がある。
	PTXTKENKAI: 限られた予算のなかで幼児教育無償化や共働き世帯の増加などにより高まる保育ニーズに応えられよう、保育園、学童保育室ともに適切な受け皿（定員）の確保に努める必要がある。また、幼稚園と連携した保育サービスの実施や教育施設等を活用した学童保育室の整備などについても、教育部と連携・協力しながら進めていく。
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